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仙台市 2011 年東北地方太平洋沖地震 被災度区分判定

１．はじめに

本報（その２）では新たにＲＣ系壁式構造における壁

梁の損傷の扱い方やプレキャスト部材の接合部の損傷度

の判定方法について定めた。本報（その５）では、リブ

付薄肉中型コンクリートパネル造(以下、リブ付きパネル

造と略記)の損傷度の設定内容について報告する。

２．損傷度の設定方針

リブ付パネル造は、構造計画上は終局時には接合ボル

トの降伏が先行する設計となっているが外観検査により

確認することは困難である。そのため、文献１),２)に示

された門型構面の構造実験における接合部周辺のひび割

れ状況、及び接合ボルトの塑性状況から損傷度を設定す

る。接合部以外のコンクリート構造躯体の損傷度につい

ては、本報その２における WRC 造構造躯体の損傷度と同

様とする。

３．耐力壁の水平接合部の損傷度

耐力壁はキャンティレバーとして設計されているため

水平接合部としては壁脚部周辺のひび割れが最も顕著で

ある。そのため、壁脚部のひび割れ状況から水平接合部

の損傷度を決定する。

量産公営住宅と構造実験での耐力壁の断面形状及びア

ンカーボルトの比較を表１に示す。薄い部分の壁厚が

40mm から 46mm に厚くなっているが鉄筋の強度も高くなっ

ていることから大きな差はないものとして想定する。

損傷度の区分は構造実験との比較から主に修復性とア

ンカーボルトの塑性化の進展度合いから決定する。

表２に損傷度ごと判定基準、及び構造実験での壁脚部

ひび割れ状況の比較を示す。

損傷度Ⅰは、損傷が軽微となる範囲として R=1/400rad.

を設定する。損傷度Ⅱは、アンカーボルトが弾性範囲で

修復可能な限界として R=1/200rad.を設定する。損傷度Ⅲ

は、大規模な補修が必要な状態としてアンカーボルトの

塑性化がある程度進展する R=1/100rad.を設定する。損傷

度Ⅳは、鉛直荷重の保持が可能な状態を想定し、設計上

の限界変形角である R=1/50rad.を設定する。損傷度Ⅴは、

限界変形を越え鉛直荷重の保持が困難な損傷状況として

壁脚部が圧壊した状況を設定する。

表１ 量産公営住宅と構造実験の壁部材の比較

４． 鉛直接合部の損傷度

耐力壁－垂れ壁の鉛直接合部は、図１のように量産公

営住宅（新耐震前）では接合ボルト間距離が 280mm に対

して構造実験では 140mm となっている。そのため、量産

公営住宅ではより小さい変形で接合部周辺にひび割れが

発生すると想定される。

地震での損傷状況と構造実験の損傷状況の比較から鉛

直接合部周辺のひび割れは垂れ壁、又は耐力壁の厚さが

変わる境界部に沿って生じることは同じである。そのた

め、接合部のディテールの違いはあるが構造実験のひび

割れ状況から損傷度を設定する。

表２に耐力壁－垂れ壁接合部の損傷度ごとの判定内容

と構造実験のひび割れ状況の比較を示す。

損傷度の区分については、主にひび割れの修復性から

設定する。

耐力壁－柱型、耐力壁－耐力壁の鉛直接合部について

は構造実験においてはひび割れが生じていない。ひび割

れの生じる位置は耐力壁－垂れ壁の鉛直接合部と同様に

壁の厚さが変わる境界部となっている。そのため、耐力

壁－垂れ壁と同様に損傷度を設定する。
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５．まとめ

本報（その５）では、リブ付パネル造の接合部の損傷

度設定と構造実験のひび割れ状況の比較について示した。

本方法の損傷度の判定内容により、リブ付パネル造の

被災度区分判定での接合部の損傷度の判定が行える。
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表２ 接合部の損傷度と構造実験のひび割れ状況の比較

損傷度 水平接合部 鉛直接合部

損傷状況 構造実験での

ひび割れ状況

損傷状況 構造実験※での

ひび割れ状況

Ⅰ

壁脚部境界部への

軽微なひび割れ、

又は目開き

(ひび割れ幅

0.2mm 以下)

R=1/400rad.

耐力壁-垂れ壁境界部へ

のひび割れ

(ひび割れ幅 0.2mm 以下)

Ⅱ

壁脚部から 450mm

の範囲でのひび割

れ発生

(ひび割れ幅 0.2

～1mm)

R=1/200rad.

耐力壁-垂れ壁境界部へ

のひび割れの増加

(ひび割れ幅 0.2～1mm)

Ⅲ

(アンカーボルト

の降伏)

壁脚部の下より

180mm 部分(厚さ

120mm 部分)への

ひび割れ増加

(ひび割れ幅 1～

2mm)
R=1/100rad.

耐力壁-垂れ壁境界部へ

のひび割れが接合部全体

に進展

(ひび割れ幅 1～2mm)

Ⅳ

壁脚部のアンカー

ボルト接合部分周

辺に放射状にひび

割れが増加

また、せん断ひび

割れも多数発生す

る。

R=1/50rad.

耐力壁-垂れ壁境界部周

辺での割裂破壊及びの鉄

筋が見える程のコンクリ

ートの剥落

Ⅴ

壁脚部の圧壊

(壁板単体での鉛

直支持能力の喪

失)

R=1/33rad.

垂れ壁の上下を横断する

境界部の割裂破壊。鉄筋

が露出するひび割れ

※鉛直接合部は垂れ壁のディテールの改良により構造実験においては垂れ壁を上下に横断するひび割れ

が確認されていないが新耐震前の建物では確認されていることから損傷度に考慮した。
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